
 
 

 



 
 

編集後記：今年も残すところあと３か⽉を切りました。夏が⻑かったせ
いで、秋は駆け⾜で過ぎてしまいそうです。先⽇、地球温暖化の影響で
四季が⼆季になる可能性を⽰唆する記事を読みました。⾵情ある季節の
移ろいを⽇々の暮らしから感じ取る楽しみが減るのも残念ですが、温暖
化がもたらす地球規模の変化が今後どんな形で⼈間に対峙するのか、
年々増加する⾃然災害にも危機感を持たずにはいられません。地球温暖
化が問題になってから 38 年、そろそろ STOP できないものでしょうか。 
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TOPICS 
■令和６年度入所分の就労証明書について 
◆「就労証明書」とは？ 

 認可保育所等の入所を申し込む際に保護者が市区

町村に提出する書類で、企業で働いている人が申し

込む場合、企業の人事担当者が作成します。 

 これまで、市区町村ごとに異なるフォーマットが

使用されていたため、書類作成が担当者の負担とな

っていました。 

◆「ローカルルール」をなくして様式を統一 

 そこで、「規制改革実施計画」（令和５年６月 16 日

閣議決定）にて、様式を統一し雇用主が就労証明書

を地方公共団体にオンラインで提出することも選択

できることが可能となるよう、システムを構築する

との方針が示されました。 

 令和５年５月 29 日には事務連絡「就労証明書の標

準的な様式について（周知）」が発出され、令和６年

４月入所分に係る就労証明書の標準的な様式が示さ

れていました。 

◆令和６年度入所分の雇用主によるオンライン提出

は見送り 

 ９月１日、事務連絡「令和６年度入所分の就労証

明書提出について」が発出され、雇用主によるオン

ライン提出方式には対応せず、申請者が入所申請を

行う際に就労証明書を添付する従来どおりの提出方

式を継続することが明らかになりました。 

 オンライン提出方式への対応が見送られた理由

は、企業の担当者と市区長との双方に事務負担が生

じることなどを総合的に勘案した結果とされ、今後、

より負担軽減となる提出方式が実現できるよう引き

続き検討するとされています。 

◆９月１５日より新様式が利用可能 

 令和６年度入所分の就労証明書については、マイ

ナポータルの「ぴったりサービス」に９月１４日に

標準的な様式が掲載され、９月１５日より利用可能

となりました。 
【こども家庭庁「令和６年度入所分の就労証明書提出について（令和５年９月

１日事務連絡）」】 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resou

rces/e4b817c9-5282-4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/3ceda661/20230904_policies_

hoiku_30.pdf 

         

                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入職と離職の状況と転職入職者が前職を辞

めた理由 

◆年間で常用労働者の 15％が離職 

人材不足のため採用に苦慮する企業も多いところ

ですが、せっかく人を採っても、辞めていく人が減

らなければ困難な状況が変わりません。 

厚生労働省が公表した「令和４年雇用動向調査結

果」によれば、令和４年１年間の離職者（事業所を

退職したり、解雇された者）の数は約 765 万人とな

っています。また、年初の常用労働者数に対する割

合である離職率は 15.0％となっています。 

 

◆転職入職者が前職を辞めた理由 

また、同調査によれば、令和４年１年間の転職入

職者が前職を辞めた理由については、男女ともに 

「その他の個人的理由」（男性 19.6％、女性 25.0％）、

「その他の理由（出向等を含む）」（男性 14.7％、

女性 8.6％）を除くと、「定年・契約期間の満了」

（男性 15.2％、女性 10.9％）が最も多く、「労働時

間、休日等の労働条件が悪かった」（男性 9.1％、

女性 10.8％）、「職場の人間関係が好ましくなかっ

た」（男性 8.3％、女性 10.4％）が続いています。 

 

◆企業で可能な取組みを検討 

上記調査でも「個人的理由」とありますが、辞め

る本当の理由を会社側に明確に伝える例は少ないの

ではないでしょうか。 

エン・ジャパン株式会社が実施した「就業前後の

ギャップ」についてのアンケート調査によれば、約

８割が、入社前後で「ギャップを感じた経験がある」

と回答しており（トップ３は「仕事内容」「職場の

雰囲気」「仕事量」）、55％がギャップにより仕事

を辞めたことがあるそうです。その中でも「職場の

雰囲気」は離職理由のトップとなっており、上記厚

生労働省の調査の「職場の人間関係」による理由と

重なるところがあります。 

今後はそれぞれの企業で何が離職理由となってい

るのかを考え、企業として可能な取組みについても

検討していく必要があるでしょう。 

 
【厚生労働省「令和４年雇用動向調査結果の概況」】 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/doukou/23-2/dl/gaik

you.pdf 

【エン・ジャパン「就業前後のギャップ」調査『エン派遣』ユーザーアンケー

トー】 

https://corp.en-japan.com/newsrelease/2023/34225.html 


